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誰もがまちの中心に気軽 に立ち寄り
新しい絆を結ぶ “ た まり場 ”

（＝市民の居場所）をつ くります

旧センターモールを改修整備

オープンな児童図書閲覧スペース
やグループでも利用できる学習室
などを整備。誰もが本に
親しめて、誰もが“行き
たくなる”図書館を
目指します。

外国の文化や情報
に触れられる国際
交流コーナーを併
設します。

創作活動やワークショッ
プなど、市民が自由に使
えるスペースを通路に沿
って設置。新しい出会い
の場を提供します。

本を広げてくつろ
げるカフェや、イ
ベントに利用でき
る空間などを整備
します。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
な
ど
を
受
け
、
中
心
市

街
地
に
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
各

公
共
施
設
の
配
置
や
機
能
・
設
備
な
ど

に
つ
い
て
、
整
備
の
方
針
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

※�

今
回
掲
載
し
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
市
民
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
設
計
図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
基
に
施
設
の
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す

市
で
は
現
在
、都
城
大
丸
跡
地
を
活
用
し
、ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
討
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
新
し
い
施
設
の
整
備
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
基
本
計
画

書
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
ま
ち
な
か
に
整
備
さ
れ
る
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、
基
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

豊富な蔵書を見やすく、使いやすく整理。誰もが気軽に利用できて、会話
を楽しめる、今までにない図書館を創造します。また、サイレントルーム
を設置。読書に集中したい
人にも対応します。

ま
ち
づ
く
り
の
羅ら

針し

ん

盤ば

ん

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る

都
城
市
中
心
市
街
地

中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

基
本
計
画
の
概
要

図書館機能＋国際交流コーナー、学習室など

図書館機能＋カフェ、ホール、市民活動空間など1階

図書館
（改修整備）

◎
問
い
合
わ
せ　
商
工
政
策
課　
☎
23
ー
２
９
８
３

図 書 館

2階
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誰もがまちの中心に気軽 に立ち寄り
新しい絆を結ぶ “ た まり場 ”

（＝市民の居場所）をつ くります

都城大丸跡地に新設整備複合公共施設　

乳幼児健診などに使用する健診
室や個別相談室のほか、健康教
室にも利用できる多目的室、研
修や創作活動も可能なギャラリ
ー空間を整備します。

複合公共施設
（新設整備）

　
策
定
に
際
し
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
市
民
参
加
の
場
を
複
数
設
け
、

実
際
に
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
基
本
・
実
施
設
計
を
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ
り
具
体
的
な
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
商
工
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

概
要
版
を
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
商

工
政
策
課
、
図
書
館
、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

公共施設用立体駐車場
（改修整備）

民間開発エリア
（事業提案によりスーパー
などの施設を誘導）

市民健康センター（乳幼児健診など）

子育て世代活動支援センター

ロビー（バス待ち合い）、共用部（調理実習室など）、屋根付き多目的広場

3階

2階

1階

子育て相談や育児中の人たちが情
報交換できる空間、子どもが安全
に遊べる屋内遊び場や屋外デッキ
なども整備。また、図書館と施設
を連絡通路でつなぎ、移動の安全
性を確保します。

親子おやつ作り教室など
にも利用できる調理実習
室、休憩や交流、バス待
ち合いにも利用できるロ
ビーなどを整備。

子どもの一時預かり機能
も備えた、子育て世代を
支援する施設を整備します。

屋根付き
多目的広場
（新設整備）

屋根付き広場に、オープン
カフェやランチカー（屋台）
が入れる空間も整備。天候
に関わらず、さまざまなイ
ベントを開催できます。 国道10号側の外観にも配慮。

にぎわいの雰囲気を広げていきます。



平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

①�

都
城
市
新
市
誕
生
記
念
式
典
を
開
催

平
成
18
年
７
月
22
日
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
都
城
市
新
市
誕
生
記
念

式
典
を
開
催
し
、
市
の
花
「
ア
ヤ

メ
」・
木「
ケ
ヤ
キ
」・
花
木「
サ
ク
ラ
」

の
発
表
の
他
、
新
し
い
市
民
憲
章

を
発
表
。

②�

総
合
文
化
ホ
ー
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

そ
の
後
、
愛
称
を
募
集
し
、
Ｍ
Ｊ
ホ

ー
ル
に
決
定
。
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平
成
18
年
１
月
１
日
、
旧
都
城
市
、

旧
山
之
口
町
、
旧
高
城
町
、
旧
山
田
町
、

旧
高
崎
町
が
対
等
合
併
。
人
口
約
17
万

人
の
新
都
城
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、

圏
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
責
務
を
担

う
と
と
も
に
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
シ
テ
ィ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

③�「
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
初
開
催

観
音
池
公
園
で
「
焼
肉
カ
ー
ニ
バ

ル
」
が
初
開

催
。
平
成
26

年
度
は
、
約

１
万
５
千
人

が
詰
め
掛
け
、

本
市
産
の
牛

肉
、
豚
肉
、鶏

肉
に
舌
鼓
を

打
つ
。

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

①�

地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道

路
」
の
整
備
に
着
工

②�

本
市
出
身
の
田
中
幸
雄
選
手
（
当
時

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

が
２
、０
０
０
本
安
打
を
達
成

③�

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
が
田
鍋
友と

も

時じ

さ
ん

（
今
町
・
平
成
21
年
６
月
逝
去
）
を

男
性
長
寿
世
界
一
に
認
定

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

①�

都
城
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
。

　
「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」
が
初
開
催

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）

①�

春
高
バ
レ
ー
で
都
城
工
業
高
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
全
国
制
覇

②�

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学

③�

都
城
商
業
高
校
野
球
部
が
夏
の
甲

子
園
で
８
強
入
り

④�

都
城
盆
地
博
覧
会（
ボ
ン
パ
ク
）が
初
開
催�

平
成
24
年
か
ら
は
小
学
生
を
対
象

に
し
た
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
も
開
催

さ
れ
る
。

平
成
28
年
１
月
１
日
、
本
市
は
新
市
誕
生
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
年
度

企
画
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

都
城
市
新
市
誕
生
10
周
年

合
併
か
ら
10
年
の
歩
み
と
記
念
事
業

◎
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課　
☎
23
ー
２
１
１
５

サクラ

ケヤキ

アヤメ

新
都
城
市
誕
生

10
年
間
の
主
な
出
来
事
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③�

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
、
都
城
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
、
都
城
健
康
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
、
太
郎
坊
町
に
移
転

開
院

④�

み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１

が
完
成

都城市新市誕生10周年合併から10年の歩みと記念事業

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
10
周
年
を
祝
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
事
業

の
詳
細
は
今
後
、
広
報
紙
な
ど
で
紹

介
し
ま
す
。

【
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
】

・
都
城
市
歌
コ
ン
サ
ー
ト（
６
月
28
日
）

・�

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
（
７
月
）

・�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
機
体
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
空
恋
」（
10
月
〜
）

�　

�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
航
空
機
の
機
体

に
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
装
飾
し
た
り
、
本

市
の
肉
と
焼
酎
を
紹
介
し
た
機
内

紙
を
発
行
し
た
り
し
て
、
本
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

・
紫
舟
氏
関
連
事
業
（
10
月
〜
）

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
12
月
）

・ 

10
周
年
記
念
式
典（
平
成
28
年
２
月
）

都
城
市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

①�

市
内
で
家
畜
伝
染
病
口
蹄
疫
が
発
生

関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
た
迅
速
な

対
応
で
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
。

②�

西
岳
・
山
田
地
区
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生

③
都
城
大
丸
・
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
が
閉
店

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

①�

新
燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
に
爆
発

的
噴
火

降
灰
被
害
に

悩
ま
さ
れ
る

中
、
土
石
流

に
よ
る
２
次

被
害
を
警
戒

す
る
日
々
が

続
く
。

②�

子
育
て
を
支
援
す
る
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
オ

ー
プ
ン

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

①�

史
上
初
の
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
王

座
４
階
級
制
覇
を
果
た
し
た
湯ゆ

場ば

忠た
だ

志し

選
手
に
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

②
国
内
で
25
年
ぶ
り
の
金
環
日
食

た
ち
ば
な
天

文
台
の
蓑み

の

べ部

樹た

つ

お生
台
長
が
、

ア
フ
リ
カ
の
子

ど
も
た
ち
に

日
食
グ
ラ
ス
を

贈
る
取
り
組

み
を
実
施
。

③�

環
霧
島
周
遊
列
車
が
初
運
行

翌
年
の
吉
都
線
開
業
１
０
０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
も
運
行
さ
れ
る
。

④�

王
子
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
国
内
最

古
の
食
用
植
物
を
都
城
歴
史
資
料
館

で
展
示

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

①�

は
ば
た
け
都
城
！　

６
次
産
業
化
推

進
大
会
を
開
催

農
林
畜
産
業
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

製
造
業
や
商
業
へ
の
波
及
効
果
や
、

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
、
全
市
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ

②�
山
之
口
Ｓ
Ａ
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車
両
専

用
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
決
定

平
成
28
年
度

の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
、

26
年
度
か
ら
、

周
辺
道
路
の

整
備
事
業
や

Ｅ
Ｔ
Ｃ
助
成

事
業
が
始
ま

る
。

③�

都
城
大
丸
跡
地
の
土
地
・
建
物
の
再

生
計
画
案
の
概
要
が
固
ま
る

④�

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
、
市
内
の
小
中
学

校
で
始
ま
る
。

⑤�

豪
華
観
光
寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
」

が
運
行
を
開
始

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

①�

都
城
志
布
志
道
路
・
活
用
促
進
大
会

を
開
催

国
や
県
、
沿
線
自
治
体
の
関
係
者
ら

が
集
ま
り
、
都
城
志
布
志
道
路
の
早

期
全
線
開
通
と
活
用
の
促
進
に
つ
い

て
、
意
志
の
統
一
を
図
る
。

②
都
城
市
歌
を
選
定

③
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
が
完
成

本
市
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
、

対
外
的
に
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と

著
名
な
書
家

「
紫シ

舟シ
ュ
ー

」
さ
ん

に
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の

制
作
を
依
頼
。

④�

都
城
市
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぼ
ん
ち
く
ん
が
Ｐ
Ｒ

活
動
を
開
始

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

寄
付
者
へ
の

お
礼
の
品
を
、

肉
と
焼
酎
を

メ
ー
ン
と
し

た
品
ぞ
ろ
え

で
、
全
国
か

ら
温
か
い
支

援
が
寄
せ
ら

れ
る
。

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

①�

琉
球
国
王
宛
朝
鮮
国
王
国
書
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

②
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働


